
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４（２０２２）年 

12月 1日発行 

本部・三原地域センター（三原市総合保健福祉センター４階） 電話 （０８４８）６３－０５７０ ＦＡＸ （０８４８）６３－０５９９ 

本郷地域センター（三原市本郷保健福祉センター） 電話（０８４８）８６－３６０７  ＦＡＸ（０８４８）６０－６０６４ 

久井地域センター（三原市久井保健福祉センター） 電話（０８４７）３２－７１０１  ＦＡＸ（０８４７）３２－５０１１ 

大和地域センター（三原市大和保健福祉センター） 電話（０８４７）３４－１２１４  ＦＡＸ（０８４７）３５－３０２０ 

 

いよいよ本格的な冬の季節となりました。コロナの第８波も懸念され，より一層感染対策に気を引き締

めて過ごしましょう。今年もあと 1か月。みなさんが取り組む福祉活動で，たくさんの方々との「つながり」が

できました。来年も皆さんの活動がより充実した一年になるように，社協も応援していきます☆ 

久井地域センター 

 久井地区社会福祉協議会は，地域の見守り体制の充実を目的に，11 月 10 日「災害にも強い地

域支え合いマップ」を作成する学習会を開催しました。 莇
あぞう

原
ばら

・吉田・江木・下津の４地区の見

守りサポーターや民生委員を含む地域住民 32人が参加し，ハザードマップに住宅情報を重ねたベ

ースマップ上に，「避難に配慮が必要な人」や「配慮が必要な人を気にかけている人」を見える化

し，両者を線でつなぐことで，日頃の見守り体制を確認しました。 

出来上がった地図を参加者で確認してみると，「見守りの対象ではないけど心配な人」や「見守

りに協力してくれそうな人」など，新たな気づきが生まれ，活発な意見交換となりました。また，

「私たちの地域は土砂災害が起きたら逃げようがない」「（早めの避難のために）一時避難所があ

れば良い」など，避難や避難支援に対する意識を高める機会にもなりました。 

講師の広島大学大学院田中貴宏教授から，「マップを作成して終わりではなく，地域のみなさん

が作ったマップを囲みながら，住民同士のつながりや支え合いを意識したり，地域の福祉活動を

見直したりするきっかけにしてほしい」と話されました。三原市社協は多くの住民が地域福祉活

動に関わり，誰もが安心して暮らせる地域づくりを地域住民の皆様と一緒に進めてまいります。 

 

 
               

 

田中教授からマップづくり

の説明を受けます。 

各地区でグループを作りマップづくりス

タート。積極的に情報を出し合います。 

出来たマップを囲んで気づき

を話し合います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬は 1 年の中で最も電気代が高くなりやすい時期です。電気代の高騰も話題になっている中，

暖房の使い方を工夫して，無駄な消費電力を抑えたいところですね。今回は，冬に向けて覚えて

おきたい電気代節約術をご紹介します。 

三原地域センター 

 

「ほっとはーと」は，ご近所のボランティア（「はーとさん」）の力を借りて，日常のちょっとし

た困りごとを解決する有償のボランティア活動です。活動を通じて，“お互いさま”の関係性を育

み，地域で暮らす安心感につなげる取り組みです。 

先日も社協にひとり暮らしの高齢女性から，窓掃除の相談が入りました。「はーとさん」を調整

して迎えた活動日，社協も顔合わせに同席しました。早々に「こないだのグラウンドゴルフの大会

に出とったね！」と，同じ地域ならではの話で意気投合！無事に作業が終わると，「気になってい

たことがスッキリして嬉しい」と喜んでいただきました。 

今回の相談は，ご主人が亡くなって以来，高いところの掃除ができず，ずっと気になっていたと

のことで，このような相談は年々増えていると感じます。体調や生活環境の変化で，暮らし難さを

感じ，我慢したり，諦めたりしながら過ごされているようです。そんな時にご近所さんの存在は本

当に心強いものです。みなさんもご近所さんに「お変わりない～？」の声掛けしてみませんか？ 

 

節約術① 扇風機やサーキュレーターを併用する 

部屋の空気をかき混ぜることで，温められた空気が全体にいき

わたりやすくなるため，暖房効率がアップします。 

 
 節約術② 加湿器を併用する 
湿度が上がると体感温度も高くなります。加湿器がない場合は，

湿った布を干しておくだけでも効果があります。 

節約術③ エアコンの風向きを下にする 
「暖かい空気は上に集まりやすい」という性質があります。下向きに放出され

た温風が，徐々に上のほうへと動くためムラなく温めることが可能です。 

「はーとさん」大募集！ 

みなさんのご協力を， 

お待ちしています！♪ 

参考：【2022年最新】冬の電気代節約術！値上げに備えて実践したい家電の使い方｜Wiz cloud（ワイズクラウド） (012cloud.jp) 

 

https://012cloud.jp/article/electricity-costdown-winter

